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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月21日(2017.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光デバイスであって、
　支持構造体と、
　前記支持構造体の上にマウントされた発光ダイオード（ＬＥＤ）ダイであり、
　　前記ＬＥＤダイは、上面と少なくとも一つの側面を有し、かつ、ＬＥＤ半導体レイヤ
と透明なサブストレートを含み、
　　前記サブストレートは、前記ＬＥＤダイの上面を含み、前記ＬＥＤダイは、底面にお
いてアノードおよびカソード電極を有し、
　　前記ＬＥＤダイの前記少なくとも一つの側面は、前記ＬＥＤ半導体レイヤの少なくと
も一つの側面と前記サブストレートの少なくとも一つの側面との組み合わせを含み、
　　前記サブストレートは、前記ＬＥＤ半導体レイヤより厚く、
　　前記側面から放射される光は、前記ＬＥＤによって放射される全ての光の少なくとも
３０％である、
　ＬＥＤダイと、
　前記上面と側面をカバーしている蛍光体レイヤと、
　前記ＬＥＤダイを取り囲むリフレクタであり、
　　前記リフレクタは、前記ＬＥＤダイを取り囲む曲線状の表面を有し、かつ、前記ＬＥ
Ｄダイと離れて面している非凸面を有しており、
　　前記曲線状の表面は、前記ＬＥＤダイのための一般的に長方形の開口部から延び、か
つ、一般的に長方形の光線を形成するように前記ＬＥＤダイの前記側面からの光を反射す
る、
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　リフレクタと、
　前記リフレクタの壁に貼り付けられた一般的に長方形のレンズであり、
　　前記レンズは、前記ＬＥＤダイに向かって延びる一般的に長方形の凸面および前記Ｌ
ＥＤダイと離れて面している平坦な上面を有し、
　　前記レンズから放射される光線は、一般的に長方形の形状を有する、
　レンズと、
　を含む、デバイス。
【請求項２】
　前記デバイスは、カメラのためのフラッシュである、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記光線のアスペクト比は、前記カメラの視野のアスペクト比と実質的に同一である、
　請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記支持構造体は、フレキシブル回路である、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記リフレクタは、スタンプされた金属製リフレクタを含み、前記開口部は、前記ＬＥ
Ｄダイに面しているナイフエッジを有する、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記レンズは焦点距離を有し、
　前記ＬＥＤダイの側面から、前記ＬＥＤダイの前記側面に対して直角に、前記リフレク
タまでの距離と、前記リフレクタから前記レンズまでの距離との合計が、前記焦点距離と
概ね同じである、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの側面からの光は、前記ＬＥＤダイによって放射される全ての光の
少なくとも４０％である、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記ＬＥＤダイの前記少なくとも一つの側面からの光は、前記ＬＥＤダイによって放射
される全ての光の少なくとも５０％である、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記サブストレートは、前記ＬＥＤ半導体レイヤのための成長サブストレートである、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記蛍光体レイヤは、前記上面と前記ＬＥＤダイの前記少なくとも一つの側面をコンフ
ォーマルにコーティングし、かつ、実質的に均一な厚さである、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記蛍光体レイヤは、結合剤の中に注入された蛍光パーティクルを含み、
　前記蛍光体レイヤは、前記支持構造体の上面の一部分をカバーし、かつ、
　前記リフレクタの底面は、接着剤として動作する前記結合剤によって前記支持構造体に
貼り付けられている、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　前記リフレクタのフットプリントは、前記支持構造体のフットプリントと実質的に同じ
である、
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　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記デバイスの全体高さは、１ｍｍより小さい、
　請求項１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスの全体高さは、２ｍｍより小さい、
　請求項１に記載のデバイス。
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